第6回技術予測調査 - 我が国における技術発展の方向性に関する調査 - by 科学技術政策研究所技術予測調査研究チーム & 技術予測調査研究チーム







































































1 ．我 が 国 に とっ て の 重 要 度 4 ．現 在 第 一 線 に あ る国 等
2 ．期 待 され る効 果 5 ．我 が 国 に お い て 政 府 が とるべ き有 効 な 手 段











（回数） （発送 時期 ） （発送数） （回収数） （回収率）
第1 回アンケート調査 平成8 年 （1 99 6年 ） 8 月 4 ，8 6 8名 4 ，2 20 名 87％
第2 回アンケート調 査 平成8 年 （1 99 6年 ）12 月 4 ，19 6名 3，5 8 6名85％
《回答者の属性》（巻末の参考資料2参照）
（年代 ） （職業）
2 0代 1％　　　 50 代　　　 41％ 会 社員 36％　　　 団体職 員 10％
3 0代 8％　　　 60 代　　 13％ 大学関係 37％　　　 その他 2％
























分 野 課 題 数
エレクトロニクス 15
ライフサイエンス 13
海 洋 ・地 球 9
環 境 9






























区分 第 6回 第5 回
環境 関連 技術 25 28
情 報 関連 技術 24 10
生命 関連 技術 17 37
災 害 関連 技術 11 9































































































































































デルが凰発される。 88 2013 環境 地球環境



















































































50農林水産 20 生物素材を利用した生分解性の容器包装が豊盈土る。 86 2005環境 リサイクル
－5－








86 2011 災害 地震
52ライフサイエンス
01 太血盟聖がん関連遺伝子が同定され、がん化との関連
が盤盟さ血 亘。 86 2014生命 がん
53保健・医療・福祉 06　がんの転移の機構が盤坦さ逸る。 86 2012生命 がん









































64材料 ・プロセス 107 太陽光で水を分解するプロセスが実用化される。 85 2017
新エネ
ルギー





















































































































































































































































































分　　　　 野 実 現 予 測 時 期 （年 ） 予 測 時 期 の 幅 （年 ）
材 料 ・プ ロセ ス 2 0 12 ．3 8 ．5
エ レ クトロニ クス 2 0 13 ．7 8 ．7
情 報 2 00 9 ．1 7 ．4
ライ フサ イエ ンス 2 0 15 ．3 9 ．8
宇 宙 20 11 ．8 7 ．2
海 洋 ・地 球 2 0 1 1．5 白．9
資 源 ・エ ネ ル ギ ー 2 0 14 ．6 9 ．0
環 境 20 12 ．0 8 ．4
農 林 水 産 2 0 1 1．0 7 ．9
生 産 ・機 械 2 0 12 ．4 7 ．5
都 市 ・建 築 ・土 木 20 10 ．7 7 ．6
通 信 20 0 9 ．0 6 ．6
交 通 2 0 10 ．2 7 ．1
保 健 ・医 療 ・福 祉 20 12 ．2 9 ．3


























































































































































































































































































































































































































部 門 分　　 野 対 象課 題 数 実 現 一 部
実 現 非 実 現 実 現 率 （％）






衣 生 活 の 向 上 20 6 9 5 30 75 25
住 生 活 の 向 上 18 3 5 10 17 44 56
一∠ゝ了ミ レジ ャ ー 20 5 6 9 25 55 45
開 国 土 ・都 市 開 発 17 0 11 6 0 65 35
発 交 通 ・輸 送 の 向 上 20 2 3 15 10 25 75
公 害 防 止 20 2 10 8 10 60 40
教 育 の 向 上 15 2 6 7 13 53 47
小 計 130 20 50 60 15 54 46
情
社 会 経 済 か らの 養 成 40 8 20 12 20 70 30
情 報 技 術 47 19 10 18 40 62 38
報 基礎 技 術 18 9 2 7 50 61 39
小 計 105 32 3237 34 65 35
医
診 断 ・治 療 技 術 37 9 20 8 24 78 22
予 防 医 学 9 1 4 4 11 56 44
療 医 療 シ ステ ム 12 3 9 0 25 100 0
保 生命 現 象 の 解 明 9 1 8 0 11 100 0
健 人 間 と環 境 10 1 7 2 10 80 20
医 学 教 育 5 0 4 1 0 80 20
そ の 他 1 1 0 0 100 100 0
小 計 83 16 52 15 19 82 18
食 材 料 の 開 発 30 10 11 9 33 70 30
塩 シ ステ ムの 開 発 33 8 19 6 24 82 18
農 コ ン トロー ル 法 20 6 12 2 30 90 10
業 機 械 の 開発 13 4 4 5 31 62 38
小 計 96 28 46 22 29 77 23
工
宇 宙 開 発 23 8 5 10 35 57 43
海 洋 開 発 25 6 10 9 24 64 36
業
資
エ ネ ル ギー 開 発 24 3 3 18 13 25 75
資 源 開 発 27 3 6 18 11 33 67
鉱 工 業 生 産 の 高 度 化 38 13 10 15 34 61 39
漁 材 料 開 発 37 18 11 8 49 78 22
小 計 174 51 45 78 29 55 45




分　　 野 対 象 課 題 数 実 現
一 部
実 現 非 実 現 実 現 率 （％ ）
一 部 実 現 を含
む 実 現 率
（％ ）
非 実 現 率
（％）
食 糧 資源 69 18 32 19 26 72 28
森 林 資源 11 1 7 3 9 73 27
鉱 物 資源 19 3 8 8 16 58 42
水 資源 8 0 3 5 0 38 63
エ ネ ル ギ ー 21 3 2 16 14 24 76
環 境 47 3 23 21 6 55 45
安 全 18 3 10 5 17 72 28
家 庭 生 活 29 8 9 12 28 59 41
余 暇 10 1 3 6 10 40 60
教 育 24 3 12 9 13 63 38
保 健 ・医療 41 7 27 7 17 83 17
労働 10 2 5 3 20 70 30
輸 送 20 1 7 12 5 40 60
情 報 53 22 12 19 41 64 36
建設 20 3 11 6 15 70 30
工 業 生 産 54 16 2 1 17 30 69 31
宇 宙 開発 18 8 9 1 44 94 6
海 洋 開発 28 6 14 8 2 1 71 29
ライ フサ イ エ ンス 22 5 12 5 23 77 23
ソ フ トサ イ エ ンス 27 1 5 21 4 22 78
合　　　 計 549 114 232 203 2 1 63 37
回数 アンケート実施時期 予測期間 設定課題数 対象課題数（注）
第1回調査 197 1年 197 1年～200 0年 644 588









3 0 年 後 の世 界 シナリオA 28 8 人 今 後 の環境 問題 に 技術的対応 83 人















合 計 3 63 人
（100％）
合計 36 3 人
（100％）
表1－6　環境分野の回答
3 0 年 後 の 世 界 シナリオA 2 20 人 今 後の環 境 問題 に 技術的対応 4 5人















合 計 2 94 人
（100％）




人 口 2 10 0年 に1 13億 人 2 10 0年 に64 億 人 2 10 0年 に17 6億 人
（世銀 1 99 1） （国連 M edium －low C ase） （国連 M edium －H igh C ase）
年平均経済成長 率 1990－2025：2．9％ 1990－2025：2．0％ 1990－2025：2．9％
1990－2100：2．3％ 1990－2100 ：1．2％ 1990－2100：2．3％
消費エネルギー当




C O 2排 出量 （1990：6．OG tC ） （1990：6．OG tC ） （1990：6．OG tC ）
（／年） 2025：12．2G tC 2025：8．8G tC 2025：14．4G tC
2100：20．3G tC 2 100：4．6G tC 2 100：26．6G tC
概 要 人 口についても経 済成長 に 人 口についても経済成長 につい 人 口増加 率はもっとも高いが
ついても増加 率は 中程度 のシ ても最も増加 率 が低いシナ リオ。 経済 成長 率 は 中程度 のシナリ
ナ リオ。他 のシナ リオ と比 べ 化石燃 料が逼迫 し、温暖化ガスの オ。2 10 0 年 の温暖化 ガスの排
て、温暖化ガスの排 出量は 中 排 出はもっとも少 ない。温暖 化ガ 出量 は1 9 90 年 の4 倍以 上と見












































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026











84 変 換 効 率 が亘鎚 土 の積 層 太 陽 電 池 が 実 用 化 され る。 9 1 星ぎ
…　L－」駈迩迩盛運壷迄⊥
8 10




1 7池 が実 用 化 され る。




























i　　 j　　 i　　 j
…　 i 、鍔か
4 6此 さ起 る。
毒
i　 憲 ：ノ；歳 三さ
1　　　　　　　　　　 5
44 見 過 に転 移 点をもつ 超 電 導 体 が盟 羞 さ出る 。 8 3 、T茹く、よれて
ノ這、：昔 彙≡′一芸芸 ㍉汰
14 2 0




lil　　　 l吾 4 6逸る。（現 在 のN i－C d電 池 の容 量 は 180W l／1）































i 0 1の複 合 システム が実 用 化 され る。
82 現 状 の方 法 によらない シリコン単 結 晶製 造 技術 が盟 羞 さ

















1 4バ ー 、鉄 筋 等 ）を用 いた 、大 型 建 造 物 （橋 、高層 ビル 等 ）が建
盈 さ也 る。 i ふ、ノ断渥









2 4た産 業用 電気 機 械 が普 及 ±二五。
］




























































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026
















3 1壷。 彗 ノ悩 ノ
i




1 7化 さ並 る。





0 1る技 術 が実 用 化 され る。











～ 4 3サ が実 用 化 され る。






㌢；、尋紆遥 4 4セス半 導 体 メモ リが 実 用 化 され る。 ！
i B


















欝 7 4用化 され る。





3 9セ ッサ LSlが盟 畳 さ起 る。





0 2無線 携 帯 端 末 が普 及 土 壷。
















5 9ハ ー ドデ ィスクが 開発 され る。












4 8ファイバ で伝 送 で きる光 多 重 通信 装 置 が 実 用 化 され る。





























































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026















庖 王　 i ：； i

















































i ； iミ 0 2ムを利用して行うことが亘鑑となる。














































































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026

















74 ヒトの代 表 的 成 人 病 で あり、多 因子 による遺 伝 形 式 を示 す
88 ユ　ン、ウr、 0 3
糖 尿 病 、高血 圧 、動 脈 硬 化 の遺 伝 子 群 が且 左 さ血 、分 子 病
因 論 的 分 類 がなされ る。



































3 6世 界 プラスチ ック生 産 量 の 10％ を 占める。








屈 2 3盤 盟 され る。
i 至










91 食 糧 増 産 のた め に、光 合 成 機 能 を飛 躍 的 に 向 上 させ る
86 i
i］
2 7技 術 が 開発 され る。
遥悪法＿宣、這：









1 3す る要 因 の 作 用 機 序 が 科 学 的 に盤盟 出 る。
52 完 全 埋 込 型 人 工 腎臓 が風 量 され る。 83
Z
l ′す雨 纏 う′ 4 4







6 9を正 しい 分 化 の方 向 に誘 導 して 正 常 化 させ る治 療 法 が普及
土 星。
5







蔓　　　 l 4 5御 機 構 や 環 境 要 因 が 明 らか にな り、即 時 型 ア レル ギ ー を完 全
にコントロー ル で きるようになる。







浮′ l 至i 7 9L 、全 世 界 燃 料 油 生 産 量 の 10％ を 占め る。










1 4内 で 必 要 に応 じて幹 細 胞 を増 や し、治療 に用 いることが普 及
土 星。





















































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026






































E 1 3測定できる技術 が風量さ逸る。


























29　数十センチメー トル以上の使用済み衛星 ・ロケットの破片 68
l重 呈 …
蟹配ノ





























































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026




















29 14発 生 の有 無 を数 日程 度 以 前 に予 測 で きる技 術 が盟羞 さ並 ii壷。
§




2 7デ ー タも合 わ せ て津 波 予 報 システムが 実 用 化 され る。










3 8ル が盟 羞 さ起 る。





、彩‡帯 芯 10 5Kさ
45　地震 計 、傾 斜 計 、ひ ず み 計 等 の多 種 の観 測 機 器 を統 合 ・
86 i
遥
4 8集 積 化 したボ アホー ル 式 観 測 装 置 が 日本 全 回 に配 置 され 、
地 震 予 知 に利 用され るようになる。







6 9石 流 の 予 知 ・予 報 技 術 が 実 用 化 され る。






、殻 ク、瀾 2 3皇出る 。 ′ゲ　′　　h慧教戒遜酎＝
知場′ク。ヽきヾ




7 5が 開発 され 、漁 場 の浄 化 、回復 手 法 が普 及土 る。















7 7乗 物 を完 全 に解 体 ・分解 処 理 し、無 害なものを投 棄 、有 用 な 蝉　 ．タ、
］
もの をリサイクル す る）
26 海 洋 の 生 態 系 に つ いて の数 値 モ デ ル が確 立 され 、海 洋
80
i
10 8開 発 による生 態 系 へ の影 響 が盤 馳 壷。
ll圭







5 8全 体 の総 合 的利 用 ・保 全 技 術 が普 及 生 る。







11 24i　　 L／′」感膨潤t 胃ナi u 」 澄 巡 盗 盗 逆 浪
手













































































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026




















：、－、 6 5き 「掛野糾弾弊攣









F 3 2離 法 が 実 用 化 され る。






i 1 3要 金 属 を99 ％ 以 上 の純 度 で分 離 す る技 術 が 実 用 化 され る。
6 化 石 燃 料 消 費 量 が現 在 の 半分 以 下 の製 鉄 技 術 が盟 遠さ




58 核 燃 料 サイクル を含 めた FB R（高 速 増 殖 炉 ）システム が去
80 i E l
l　　　 tl
茫ヽ
16 8且 比 さ起 る。





















2 4半 分 以 下 の省 エ ネル ギ ー住 宅 が普 及 宣二五。









8 11離 ：高レベル放射性廃 棄物の 中から半減期等 に応 じて核種 を分離
すること。（例）TRU 元素、137cs、 90sr、白金 族元素等の分離




















1 2次 電 池 （N i／M H 電 池 、Li電 池 等）が普 及 生 る。 ミ






















2 5合 サ イクル 発 電 が 実 用化 され る。





i 4 4物 な どの 通 常 の 汚 濁 物 質 に加 え、さらに広 範 囲 な汚 濁 物 質
の 除 去 技 術 が畳 盈 生 る。













































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2025



































87 王 2 3林原野の喪失）等についての社会的、経済的損失の評価方法が確立され、防止のための規制システムとして普及±る。







2 2さない無公害 自動 車（例えば電気 自動車）が全世 界で10％以
上普及する。




3 l 3 6













































2 4クトな排水 処理 システムによる、難分解性物 質や有害物質 の
高効率の処理が普及する。























E 1 2進 み、湖 沼、内湾等 の閉鎖 系水 域で水 質汚濁の進 行が水域
生態系に与える影響を予知 ・予測できるようになる。














7 6間が羞遡 ぱく露された場合 の影響 が盤坦皇迫る。














2 3のメカニズムが地球的な特性 を含 めて全世界的 に盤 盟され
壷。








10 6積され 、新規化 学物質の運命を予知 ・予測する方法 が直立さ
起る。
































































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026











84 湖 沼 、内 湾 等 閉鎖 水 系 にお ける環 境悪 化 に対 して、生 態
88 芸′て、も
】道 註、′遜潤鮎澤寒山
3 6系 や 生 物機 能 を利 用 した環 境修 復 技 術 が開 発 され 、汚 染負
担 をほぼ完 全 に除 去で きるシステ ムが 実 用化 され る。









1 1性 等）が 日本で 宴 用 化 され る。
1 作物 （稲 を例 として）の 全D N A の塩 基 配 列 が盤 盟主迫 、有
87 、Y
′　弯さヽ乳、戦
至i 0 2用遺 伝 子 が単離 され る。
20 生物 素 材 を利 用 した生 分解 性 の容 器 包 装 が普及 重二五。 86
劇
0 2








6 6り、資源 及 び 漁 業 の管 理 のための 生産 調 整 システムが盟 羞さ
れ る。
42　森林 のもつ 環 境 保全 機 能 を定量 的 に評 価 する手 法 が確
83 一義へプ
筍
1 5立され 、機 能 を維 持 しなが ら木 質 資源 の 収穫 を行 う管 理技 術
が普 及土 亘。
54　沿岸 ～沖 合海 域 にお ける低 次 か ら高 次 に至 る生物 生 産
80 3 4のシミュレー ション技 術 を使 用 し、水 域 ごとの適 正 漁業 生 産 量
の算 定 法が盟羞 され る。
E




9　生物 農薬 （天 敵 微 生物 、フェロモン等 ）が病 害 虫 防 除の 主 78 凱之渾 3 4体 となった防 除 体 系 が豊 盈 宜亘。




頑 許監 3 3のメカニズムが解 明 され、主 要病 虫害 の発 生 予 察 と森林 の 自
律 機 能を生 かした総 合 防 除技 術 が凰 盈 さ逸 る。
8 1 世 界的 に持 続 的 な森林 経 営 を行 い つつ 森 林 の高 度利 用
75 工、ム′讐告濁 1ご 0 12を実 現す るた めの管理 法が凰 盈 され る。 ′渾 警］工．屈 ．
も貪ツこh、ニ〃、車ド巧







1 3り、地 球 規模 の 農林 水 産 資源 や 農 林 水 産環 境 の変 化 を常 時
監視 す るシステムが 実 用化 され る。
■





、 － lll呈 0 8物 に吸 収 させ る技 術 が豊 盈宣 丘。











5 9る誘 導 漁法 や 、任 意 の大 きさ・魚 種 を漁 獲す る選 択 漁法 が去
良化 さ逸 る。




3 6水、土 等 の環境 保 全 と農 林 生 態系 の調 和を図 る管 理 システ

















































実　 現　 予　 測　 時　 期
2001 2006　2011 2016　2021 2026
















1 10庭 、産 業 、運 輸 などあらゆる方 面 に普 及 生 る。





4 6定 され ることにより、使 用 材 料 の ほ とん どが 再 利 用 で きる設
計 ・生 産 ・回 収 ・再 利 用 システ ムが宜 盈 土 星。










i 5 6サ）す る技術 が 実 用 化 され る。











ま 1 3階 で いち早 く作 動 し、地 震 による施 設 等 の被 害 を軽 減 す るシ
ステム が普 及 生 る。





4 14み 、全 世 界 的 に地 球 環 境 保 全 対 策 が普 及 亘 る。
I







1 8態 系 へ の影 響 を考 慮 した低 エン トロピー 化 エコファクトリー が
豊 盈 土 星。 監ヽィ、㍑意識誌＝








変位、表 面粗さの測定や 、フェムト秒 のオーダまでの計測が可能に
なり、超 精密プロセス技術 （加 工・分析 ・試験）が実用化され る。
10 原 子 ・分 子 レベル の構 造 制御 技 術 が確 立 され 、これ によ
8 1
星　一／1 フ瑞退
l　　　　 ぎr′f憾、 1 8り高 機 能 材 料 ・極 限材 料 が普 及 土 益。














な認 知の世界と、コンピュータや 通信のディジタル処理の人 工物 の
世 界をつ なぐインターフェイス）技 術が生産 ・機械 の世界 に太皇な変
茎 をもたらす。




、d i 0 3の配 列 を 自由一に制 御 ）が 生 産 ・機 械 分 野 のあらゆ るところに影
響 を与 えは じめる。 3ミh
q学
i盛温＝





3 12して水 素 を大 量 生 産 す る技 術 が実 用 化 され る。
l
43　固 体 廃 棄 物 処 理 場 で使 うバ イオ リアクタシステム が去 且
77 E］
l葺
2 0化 され る。
















ワーク化 が進 展 し、そ れ に よって 、メー カ ー と卸 ・小 売 業 、製
造 業 と流 通 業 の 融 合 が豊 盈土 星。
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13　商 用原 子 力 発 電 所 の廃 止 措 置 に対 応 で きる、安 全 で か
92
i i 絹 も　 i
i
i
3 2つ 合 理 的 な解 体 撤 去 技 術 が 日本 で実 用化 される。
5
l







22 4期 的 （5～ 10年 程 度 先 ）な 大 規 模 地 震 （M 8以 上 ）の 発 生 を予 測
す る技 術 が 日本 で実 用化 され る。
4 地 震 捻 知 の全 国ネ ットワー クが構 築 され 、50Km 程 度 以上
8 6 ヾ ㊦プ 8 5離 れ た地 震 に 関 して地 震 到 達 前 に情 報 が伝 達 され る防 災 シ
ステムが 日本 で 普 及 す る。 ガ
62 河 川 、ダム等 の水 の広 域 総 合 管 理 技 術 が 確 立 され 、日本
8 3 もゼ′さベ 鳶　 … 5 2
の 大 都 市 圏 に お い て水 資 源 を有 効 利 用 す るシステムが豊 盈
亘 る。 ′ノ　ミさミ、　　　ミ密 ウ単二
3　大都 市 にお ける大 規 模 な 地震 、火 災 時 のパ ニック防 止 の
8 1 4 3た め、社 会 心 理 学 、行 動 心 理 学 に基 づ く災 害 予 報 、情 報 伝
達 システムが 開 発 され る。




0 1るた めの遠 隔 監 視 、制 御 システムが 日本 で普 及す る。










1 4害 による人 的被 害 を大 幅 に 減 少 させ る、警 報 ・予 報 ・避 難 ・規
制 システム が 日本 で 普 及 す る。









5 7吸 収 ・固 定化 す るアクティブ 環 境 浄 化 施 設 が 日本 で普 及 す
る。






l 3 3燃 物 、金 属 、ガ ラス類 等 に 自動分 別 す る技 術 が 日本 で 普 及
生 る。





茎 さ 1 1その他 のリサイクル が 日本 で 普 及 す る。











3 3どがリサ イクル 可 能 となるような技 術 が 日本 で 実 用 化 され る。





















16 8に集 中してい る各 種 都 市機 能 の 分 散 が 日本 で 実 現 す る。














2 7自然 との 共 存 （生 態 系 の保 全 や 生 物 生 息 空 間 の創 造 等 ）を 目
的 とした 開発 法 が 日本 で普 及 す る。
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1 3震動 に対応す る）破壊 危険箇所を遥辛けて列車を安全 に停 止さ
せるシステムが凰 盈さ出 。










0 7ディー ゼル用排気触媒、パティキュレートトラップ、リー ンNOx触媒や
高精度燃焼技術などの排気対策技術が実用化される。
14 走行 自動 車の種類 、速度、密度等を把握し、都 市内交通
84
盛 事
1 0流を最適制御 する道路交通 管制システムが普及生る。





、ヽゥ′、褒頭 ］ 1 2







3 5を搭載し、都 市内交通流 に適合して走行 できる電 気 自動車
が豊 盈土壷。 聖㌔壷




























2 0CAD／CAM システムをもったコンピュータによる船舶の設計生産一貫システム（CIM ）が去且止され 、船舶の建造に要する労務費が現在の
半分程度になる。








l 3 1雑域では、すべての船舶 が管制 下におかれ、安全かつス
重至
ムーズに運航 され るようになる。












0 4た、電気 自動重 が豊盈亘る。








11 6L 、環境基準 を満足する程度 に減音する装置（アクティブノイ
ズコントロール）が実 用化 される。














32 透水性道 路舗 装が普 及上、地下水の滴養 、ヒー トアイラン
69
手　 ∵
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4 4が ん で 約 40 ％ 程 度 ）
















き 1 1的 指 針 が 普 及 生 る。 瀾 隠
l
4 5 薬 剤 に 低 反 応 性 の 消 化 器 が ん に 対 して 完 全 寛 解 をも た ら





















































5 3　ア ル ツハ イ マ ー 型 痴 呆 に 対 す る有 効 な 治 療 法 が 盟 盈 さ









蓋 1 1 3
罠
ミ















































































































































































































































































































































































回収 状 況 属 性 （第 2 回アンケー ト調 査）　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位 ：人
R l R 2 性 別 年 代 職 業 職 種
発 回 回 発 回 回 男 女 4旺 2 3 4 5 6 7 4旺 ∠ゝコ言 大 公 団 そ 4旺 研 そ 怨
題 送 収 収 送 収 収 性 性 回 0 0 0 0 0 0回 社 学 務 体 の 回 究 れ 回



















0 2 ．エレクトロニクス 74 407 35 1 86％350 312 89％ 309 3 0 0 20 141124 23 4 0 175 99 26 9 3284 28 0
0 3 ．情 報 79 295 242 82％24 1 194 80％ 1886 0 0 29 92 60 12 0 1 118 59 7 8 1167 26 1
0 4 ．ライフサイエンス 94 380 337 89％334 274 82％ 268 60 0 21 99 110 40 4 0 38 185 3315 3 259 15 0
0 5 ．宇 宙 51 384 342 89％339 305 90％ 300 50 4 29 122 124 25 1 0 9571 65 72 2 259 46 0
0 6 ．海 洋 ・地 球 74 335 294 88％292 248 85％ 2426 0 1 21 93 89 37 5 2 36 13152 24 3 210 36 2
0 7 ．資 源 ・エネ／げ － 88 495433 87％ 432 363 84％358 5 0 0 22 106 177 51 6 1 138 115 39 58 12 1 275 88 1
0 8 ．環 境 39 4 1135 1 85％ 348 294 84％283 11 0 11 35 108 90 42 7 1 82 107 60 32 121 239 53 2
0 9．農 林 水 産 84 384355 92％ 355 31188％ 300 11 0 1 13 90 131 70 6 0 49 111 120 26 5 0 280 30 1




11．都 市 ・建 築 ・土 木 73 287252 88％ 25 1 21987％ 213 6 0 0 16 85 94 23 1 0 110 52 27 28 2152 67 0
12．通 信 78 325279 86％ 278 242 87％237 5 0 2 27 102 94 16 1 0 174 467 13 1 186 56 0
13．交 通 60 276 255 92％253 238 94％ 238 00 1 17 8 1106 33 0 0 99 57 35 44 3 0 154 84 0
14．保 健 ・医療 ・福 祉 98 224 1758％ 173 132 76％ 128 4 00 4 48 44 35 1 0 9 85 3 1 4 3 0 87 45 0
第 6 回調 査　 合 計 1072 4868 422087％ 4196 3586 85％ 351571 0 21 281 1297 1457 482 435 1303 134 1 532 347 57 6 2929 650 8















相 手 が 世 界 の ど こに い る か ヽ
らな くて も通 信 可 能 な パ ー ソナ ル


















製品 が誕 生 し廃 棄されるまでの
生態 系へ の影 響を考慮 したエコ















































耐 塩 性 植 物 の バ イ オ テ ク ノ ロ
ン　 メ 、UV 、 ジ ー に よ る 開 発 （2 0 1 3 年 ）
㌻ ∴ 霊 肯 畢 糟 野
山 、 、タ、く、少 、、 、、プ　 ′ r　 HH 正 絹 言 癖 二


































本 レ ポ ー トに 関 す る お 問 い 合 わ せ 先
科 学 技 術 庁 科 学 技 術 政 策 研 究 所
技 術 予 測 調 査 研 究 チ ー ム
〒 100　 東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 1－1卜 39
T E L O3－358 1－060 5
F A X O 3－3 503－3 996
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